
優 秀 現 場 技 術 者 

○工事に関する事項

1.工事番号 ２６壱建土第１４３号 

2.工事名称 １級市道八幡芦辺線下部工工事 

3.施工場所  壱岐市芦辺町諸吉東触 

4.工期 平成２６年９月２５日 ～ 平成２７年５月２０日 

5.請負契約額  \５５，１９８，８００－ 

6.工事成績評定点 ８２．８点 

7.工事概要  工事延長 Ｌ＝０．０（２０．０）ｍ、橋台工  Ｎ＝２．０基 

 護岸ブロック積工  Ａ＝５６．０㎡ 

 仮設工（鋼矢板撤去）Ｎ＝２２４．０枚 

○施工業者

1.商号又は名称  株式会社 壱松組 

2.代表者名  代表取締役 末永 勝也 

3.住所  長崎県壱岐市芦辺町住吉前触７７７番地 

○現場技術者

1.氏名  石橋 輝浩（いしばし てるひろ） 

（～平成２７年１月５日まで 大浦 盛一） 

○優秀現場技術者として表彰する理由

【出来形確保のための技術的提案・施策が見られた。】 

・橋台の基礎部となる場所打杭の杭頭部周辺が転石混じりの地層であったため、ケーシン

グの引抜き時に転石等の崩壊により杭の出来型に影響を及ぼすことが想定されたことか

ら、この地層を除去し良質な砂に置換するような技術的提案がなされ、このことにより、

杭の出来形が適切に保たれた。 

【工程短縮のための提案・施策が見られた。】 

・コンクリートの養生期間の短縮のため、自主的に１日毎に管理するためのテストピース

を採取し、早期に脱枠可能強度が確認でき、工期の短縮が図れた。 

【書類の整理、現場の出来形共に優れており、他の模範になると認められる。】 

・施工計画書に記載された長崎県施工管理基準に基づく、出来形、品質管理の項目が実施

され、全て基準値内であり、技術者による確認も見られた。書類の整理も適切で完成図書

の完成度および現場の出来栄えも特に優秀であった。 

【不慮の事態への対応。】 

・会社的に緊急の現場技術者の交代という事態に、当技術者は、設計書の理解および現場

の把握に努められ、現場に影響を与えることなく、円滑に工事の進捗に努めた。 
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１級市道八幡芦辺線下部工工事（Ａ１橋台）



１級市道八幡芦辺線下部工工事（Ａ２橋台）
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